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氣多の神とは？ 出雲と高志をめぐるヒストリー（後編）  

前編での問い「なぜ伏木の氣多神社には島根県と新潟県の神がまつられているのか？」につい

て今回は探究してみましょう！ 

◆「古事記」にみる大国主命（大己貴命） 

 まずは、伏木の氣多神社の主祭神・大国主
オオクニヌシノ

命
ミコト

を見ていきましょう。日本に現存する最古の

歴史書は「古事記」（上・中・下の３巻、712 年編纂
へんさん

）です。そこには大己
オ ホ

貴
ナムヂ

（後の大国主）

が出雲
い ず も

（島根県）で国作りをした、と記されています。 

やがてその強大な国は、高天原
タカマガハラ

の支配者・天
アマ

照
テラス

に譲られ、その際に大国主は立派な神殿を

つくるよう天照に要請します。その神殿が現在の出雲大社です。そして「この世」は天
アマ

照
テラス

大御神
オ オ ミ カ ミ

、「あの世」は大国主
オオクニヌシ

命
ノミコト

という神がそれぞれ支配するようになるのです。「あの世」を

支配するとは、人の運命をつかさどることでもあるため、出雲大社は人びとから「縁結び」

の信仰を集めているわけです。 

さて、石川県羽咋市の氣多大社（能登国一宮）の社伝によれば、大己貴命（大国主命）が出

雲から 300 余りの神と共に降臨し、大蛇などを退治し、海の道を開いたとしています。この

伝承が羽咋の氣多大社のはじまりです。羽咋の氣多大社には、大己貴命の神のみがまつられ

ています。この伝承から出雲と能登にはつながりがあったことがわかります。日本海には対

馬暖流が流れています。対馬暖流は、人やモノ、情報をのせて運ぶ海の道です。北陸の冬の

気温の急速な低下にも歯止めをかけてくれ、北陸が寒冷地にならないのは、この暖流のおか

げです。伏木の氣多神社には、出雲の大国主
オオクニヌシノ

命
ミコト

がまつられていますが、これは奈良時代に羽

咋の氣多大社から神霊を迎えたことがそのはじまりとも言われています。 

 

 

 

 

 

 

現在の出雲大社       古代の出雲大社復元図       石川県羽咋市の氣多大社 

◆ヒスイの支配者・沼河比売 

次に伏木の氣多神社のもう一柱の主祭神・奴奈加波比売
ヌ ナ カ ワ ヒ メ

命
ノミコト

を見ていきましょう。「古事記」

には「沼河比売
ヌ ナ カ ワ ヒ メ

（奴奈加波比売）という姫は高志
コ シ

（現在の北陸地方）に住んでいた。出雲の

八千
ヤ チ

矛
ホコ

命
ノミコト

（大国主命）がこの姫を妻にしようと思い、わざわざ高志へ出向き、求婚の歌をよ

んだ。姫はお返しに歌をよみ、二神は結婚した」とあります。つまり、大国主命と奴奈加波比売
ヌ ナ カ ワ ヒ メ

命
ノミコト

は夫婦の神なのです。そして、この神話は単なる結婚の話ではなく、出雲と高志という２

つのクニが政治的に結びついたことを意味していると考えられています。 

沼
ヌナ

河
カワ

つまり現在の姫川
ヒメカワ

（新潟県糸魚川市を流れる川）流域では、縄文時代からヒスイが加

工され、長者ケ原遺跡や寺地遺跡などで工房跡が見つかっています。ヒスイは古代に貴重な



石とされ、交易に用いられました。沼河比売は、姫川流域のヒスイ生産を支配していた祭祀

の姫（女王）とみる説が有力です。ちなみに出雲大社の地面の中から弥生時代後期とみられ

る姫川産のヒスイ製の勾玉が発掘調査で見つかっています。このヒスイ製の玉は、高志から

出雲まで舟で運ばれたと考えるのが自然でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

姫川（新潟県糸魚川市）       ヒスイ（翡翠） 

◆日本海沿岸に分布する「気多」 

 そして、古代の出雲と高志の結びつきをさぐる、もう一つの手がかりが「気多」の名です。 

【図１】を見ると、日本海沿岸の出雲（島根県）から越後（新潟県）にかけて「気多」の名が広く

分布しているのがわかりますね。「気多」は神の名のみならず、地名としても残っているのです。 

これはなぜなのでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この事実について、「古代のある時期に、日本海沿岸の西は出雲から東は高志までのエリアにか

けて「気多」の地名を植え付け、同時に共通の神として「気多」を名乗らせる政治的かつ宗教的

な動きがあったのではないか」と考える学者がいます。これは仮説ではありますが、そう考える

と日本海沿岸に広く分布している「気多」の名について、つじつまが合うように思います。ちな

みに、新潟では「気多」のことを「居
こ

多
た

」と呼びます。 

かつて日本海沿岸には「気多」（居多）という名で結束した、政治的な連合体が存在していた。

そしてその政治連合体はどこかの時期に消滅したが、「気多」の名は消えずに残ったのではないか。

「気多」という地名や神名こそが、日本海をめぐる古代の歴史の遺産だと考えられるのです。 

だとすれば、伏木の氣多神社を、地域にある一神社であると捉えるのは狭い見方であり、もっ

と広い視点でとらえ直す必要がありそうですね。本校の生徒には、伏木の地で、ぜひそのような

グローバルな視点で社会や物事を理解し、自ら行動する力を身につけてほしいと願っています。    

                                  （文責 高野靖彦） 

糸魚川市ご当地

キャラクター 

「ぬーな」 

ヌナカワヒメが

モデルです 

【図１】 

 日本海沿岸の「気多」

（居多）の分布図 

（「北陸の風土と歴史」

1977年より引用） 


